
 

 

 

 

 

 

 

 

根っこを鍛える 

校長  宍戸 敏和 

目に見えないけれど、大切なものがありますね、という話は、全校朝会でこれまで

に何度か話してきました。金子みすゞさんの詩「星とたんぽぽ」を紹介して、人の気

持ちを大切にしましょう、という話もその一つです。今年も甲子園出場を果たした沖

縄県の興南高校野球部 我喜屋 優 監督の言葉が、この詩に出てくるたんぽぽの根っこ

と重なり、共感する内容でしたので、一緒に考えていただければと思います。 

 

「花を支える枝とか幹とか、でも本当に支えているのは目に見えない基本的な根っ

こなんだよね。この根っこというのは１本でなくいっぱい広がっているよね。だ

から知識も根っこだし、あるいは教養も根っこだし、チームワークも根っこだ

し、やっぱし実際の人間、試合に出れない縁の下の力持ちも根っこだし、この目

に見えない部分をたくさん鍛えることで、しっかりとした簡単には倒れない大き

な木に育つしね。だから、野球も足腰が大事というけども、本当に根っこを育て

るというのは、人間力も備わってきますから。」 

 

目に見えない根っこの部分を鍛えることが大切であると、監督は説いています。私

たちは、日常生活の中で、目に見えているもの、目の前にあるものを中心に物事を考

えて、行動していることが多いのではないでしょうか。 

子供たちが学校生活を送る中で、私たち教師が、目に見えない根っこの部分をどれ

だけ鍛えることができるのかを、求められていると感じます。見えない根っこの部分

は、子供同士の関係性の中でこそ育っていくものであると思います。学校は社会の縮

図でなければなりません。子供同士が学び合い、課題

を解決する力こそ、社会に出て通用する力なのだと思

います。 

日々の学校生活の中で、こうした目に見えない根っ

この部分を鍛えていくことで、10年後・20年後の社

会で生きて働く力を身に付けられると信じて、教育活

動を着実に進めていきたいと思います。 
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○「プログラミングって何だろう？」 （総合的な学習の時間） 

２学期の総合的な学習の時間では、プログラミングに挑戦しています。毎時間の学習

の流れを固定して、それぞれが自分の力で取り組めるようにしています。 

 

 

 

「スクラッチ」では、キャラクターに動きの指示を出すプログラミングを体験し

ます。自分の思い通りに動かないことに苦戦しながらも、「ここを変えればいい

んだよ。」「このコードを使ってみたら？」と、友達同士、声を掛け合いながら、学

習を進める姿が見られます。「今度はキャラクターを変えてみたい。」「違う動き

にしてみたい。」など、新たなめあてを見付け始めた子供たち。挑戦する気持ち

いっぱいの子供たちと、楽しみながら学習を進めていきます。 

○力一杯に体を動かそう！（校外体育） 

２学期より、校外体育は東京大学農学部グラウンドへ出かけて

います。移動の大変さはありますが、広いグラウンドで、力一杯に学

習を進めることができます。 

９月の校外体育では、「ベースボール型ゲーム」に取り組みまし

た。攻撃側と守備側に分かれて、投げたり、蹴ったり、走ったり、守っ

たりしました。「ナイス！」「広がって守ろう」「あっちに投げるともっと

得点できそう！」など、よりよい動きを目指して声を掛け合う姿が見ら

れました。 

今後も、友達と関わりながら、力一杯に運動できるように計画し、指

導していきます。 

○運動会に向けての練習スタート！（体育科） 

１０月２２日（土）に予定されています、運動会に向けての練習が始

まりました。音楽に合わせてなわを回したり、跳んだり、短なわや長なわ

を使った運動に力を入れて取り組んでいます。練習を始めたばかりな

ので、「できた！」の声だけではなく、「難しい。」「もっと練習したい！」な

ど、様々な声が聞こえてきます。中でも、「こうしたらいいよ。」「いいね！」

「がんばろう！」など、子供たちが前向きな言葉を掛け合う姿も見られ、

感心しています。休み時間に自主的に練習している姿や、放課後に練

習している話なども見聞きしています。 

行事を通して、学級や学年の絆を深め、子供たち一人一人が成長を実感できる

ように指導していきます。御家庭からの励ましや後押しもお願いします。 

 

第３学年 学年主任 丹野 智治 

【１時間の基本的な流れ】 

①タイピング練習 ⇒ ②スクラッチ（プログラミング） ⇒ ③振り返り 

 



 

 

外国語活動主任  大場 祐来 

本校では、国際社会に力強く生きる児童の育成を目指し、教員と ALT が協力しながら外国語指導を

進めています。誠之小学校の英語教育は、全国に先駆けて平成９年（１９９７年）に始まり、本年度

で２５年になります。英語学習の様子を写真と共に紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

低学年の外国語活動の授業では、日常生活で

よく使う会話や果物や動物などの身の回りの物

の表現を学習しています。歌やリズム、絵本な

どを通して、たくさんの英語に触れています。 

明るくパワフルなＡＬＴシャーメイン先生のま

ねをして、体を動かしながら英語の音やイント

ネーションに慣れ親しんでいます。活動の手本

や発表などの場面では、「ぼくが！」「私

が！」と、どの児童もやる気たっぷりです。 

高学年の外国語科の授業では、「英語によるコミュ

ニケーションスキルの基礎を養う」ことを目的に、よ

り実践的な会話を中心とした内容に挑戦しています。

５年生で家族や友達、学校といった身近なものを、６

年生では世界の国々の暮らしや文化をテーマに学習

を進めています。５年生は、自分のことを見つめ直し

たり、友達や先生の新しい一面を聞いたりと身近なテ

ーマの中から様々な発見をしています。６年生は、世

界の子供たちの学校生活やそれぞれの国の文化に興

味をもって学習する姿が見られました。世界で広く使

用されている英語の学習が、多様な文化を理解した

り、日本語や日本文化のよさを認識したりするきっか

けになることを期待しています。 

 

中学年の外国語活動では、「外国語に親しむ」

という目的の下、コミュニケーション活動の積み

重ねを大切にしています。ＡＬＴマシュー先生と

一緒に、新しい言葉やキーフレーズを楽しく学習

しています。クイズやゲームなどで友達と協力し

たり競争したりする時は大盛り上がりです。動画

を観たり、工作をしたりすることもあります。学

習時間のほとんどが英語を使って進められていま

すが、黒板のイラストや先生たちのジェスチャー

をよく見たり、それまでに学習した言葉をヒント

にしたりしながら、先生たちが話している内容を

自分なりに考える姿が印象的です。 

 



 
１０月の行事予定 

  

日 曜 行       事 こどもひろば 

1 土 都民の日（学校閉庁日） ○ 

２ 日  ○ 

３ 月   

４ 火 全校朝会（放送）避難訓練  

５ 水 出前コンサート（6 年生）  

６ 木 臨時歯科検診（３・４・５年生）  

７ 金 委員会活動  

８ 土  ○ 

９ 日  ○ 

１０ 月 スポーツの日 ○ 

１１ 火 全校朝会（放送）安全指導日  

１２ 水 4 時間授業  

１３ 木 歯科検診（１・２・６年生）  

１４ 金 クラブ活動  

１５ 土  ○ 

１６ 日  ○ 

１７ 月   

１８ 火 全校朝会（放送）  

１９ 水   

２０ 木 運動会リハーサル  

２１ 金 前日準備 運動会リハーサル予備日  

２２ 土 運動会【六義公園運動場】  

２３ 日  ○ 

２４ 月 振替休業日 運動会予備日 ○ 

２５ 火 全校朝会（放送）  

２６ 水   

２７ 木 区陸上記録会（6 年生）  

２８ 金 区陸上記録会（6 年生）予備日 クラブ活動  

２９ 土  ○ 

３０ 日 開校記念日  ○ 

３１ 月 誠之カルタ大会（５・６年生）校内研究日 4 時間授業  

※新型コロナウイルスの感染状況によっては、予定変更の可能性もあります。 

※放課後全児童対象事業への参加については運営事業者から出されている予定表を御確認ください。 

※授業改善推進プランを学校ＨＰに掲載しました。御覧ください。 

 

１０月の生活目標  『落ち着いて生活しよう』 

 

月の生活目標  『遊び方を工夫しよう』

 


